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大学図書館と公共図書館の連
携について
城西大学水田記念図書館
若生政江
2015/12/16 入間地区公共図書館協議会研修会
本日のお話
はじめに
城西大学紹介
水田記念図書館の概要
大学図書館の状況
大学図書館に求められる機能
本学図書館と公共図書館との連携
経緯／具体的活動／連携の効果
開かれた大学図書館を目指して
今後の在り方
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 創立：1965年
 創立者：水田三喜男先生
 建学の精神：「学問による人間形成」
 「日本の真の復興と発展のためには国と
社会の将来を担う人材の育成こそが最も
大切だ」
 現在の学生数 約8,000人
 卒業生 約79,000人
城西大学
入間地区公共図書館協議会研修会2015/12/16
学校法人城西大学（本部：東京紀尾井町）
城西大学
• 1965年創立（坂戸
市）
• 経済学部
• 経営学部
• 現代政策学部
• 理学部（数学・化
学）
• 薬学部（薬学・薬
科学・医療栄養）
• 大学院研究科
• 別科
• 2013年より数学科
は、坂戸と紀尾井
町の2校地を使用
城西短期大学
• 1983年（坂戸市）
• ビジネス総合学科
城西国際大学
• 1992年創立（東金
市・安房鴨川・幕
張・紀尾井町）
• 経営情報学部
• 国際人文学部
• 福祉総合学部
• 薬学部
• メディア学部
• 観光学部
• 環境社会学部
• 看護学部
• 大学院研究科
• 留学生別科
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 蔵書数：約455,000点
 年間図書受入数：約9,000点
 雑誌受入数：約1,350タイトル
 電子ジャーナル契約数：約8,500タイトル
 電子ブック購入数：8,000点
 年間入館者数： 約30.5万人
 学外利用者数：約4,700人
 館外貸出冊数：約17,600点
 内学外者への貸出837冊、ILL86冊
 開館日数：340日
 開館時間：平日9:00～21：00
◦ 土曜（19時まで）開館
◦ 日曜（17時まで）開館
水田記念図書館の概要(2014年度）
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大学図書館の状況
文部科学省「学術情報基盤実態調査」
運営費と資料費の推移
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図書館の公開
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学外者の図書館の利用について認めない
2002 2005 2014
国立大 1.0% 0.0% 0.7%
公立大 1.4% 0.0% 4.7%
私立大 2.2% 2.9% 8.0%
全体構成比 1.9% 2.3% 6.3%
学外者の利用の範囲（館外貸出可）
2002 2005 2014
国立大 63 70 165
公立大 29 47 101
私立大 227 259 553
合計 319 376 819
大学図書館の状況
 資料費の問題
◦ コンソーシアム
 書架スペースの問題
◦ 電子化
 オープンアクセス
 機関リポジトリ（2015年5月時点で502機関ハー
ベスト）（2013年度779校の内373校構築47.9％）
 学修環境の整備
◦ アクティブ・ラーニング・スペース
◦ 学内無線LAN
◦ スマホ対応
 セキュリティ
◦ クラウドの活用
2015/12/16 入間地区公共図書館協議会研修会
大学図書館に求められる機能
2015/12/16
+ + +
↓ ↓
大学評価（第三者の視点）
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本学図書館と公共図書館との連携
連携の経緯
埼玉県図書館協会平成18年度図書館
ネットワーク研修会に参加（H19.1.19)
図書館ネットワーク専門委員会
「埼玉県内公共図書館と埼玉県内大学
図書館間相互協力要領（試案）」
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本学図書館と公共図書館との連携
１．鶴ヶ島市立図書館（平成19年7月20日）
２．毛呂山町立図書館（平成19年10月17日）
３．坂戸市立図書館 市長と学長の確認書
（平成19年11月14日）
４．日高市立図書館（平成19年11月20日）
５．越生町立図書館（平成20年6月10日）
６．飯能市立図書館（平成20年10月1日）
 「相互協力に関する確認書」「相互協力に関
する実施要領」
 ライブラリーカード会員制度制定（平成20年
4月）図書の貸出
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本学図書館と公共図書館との連携
具体的な活動
1. 館長及び主務者の集い（年1回）
2. 技術的な連携（職員・スタッフ等の合
同研修）
 レファレンスワークの情報交換
 破損本の修理講座
 ビブリオバトル運営方法
 図書館ボランティアの活動など
3. 図書館公開講座の共催
4. 地域住民への大学図書館活用講座
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本学図書館と公共図書館との連携
5.イベントへの参加
・リサイクル祭りへの提供（毛呂山町）
・図書館祭りでの資料展示（鶴ヶ島市、坂戸市）
・漢方研究会学生による展示物の説明、実演（鶴ヶ
島市）
・ビブリオバトルへの学生参加（鶴ヶ島市、日高
市、坂戸市）
・ビブリオバトルの予選会からの見学（坂戸市図書
館ボランティア）
6. 図書館広報誌への取材（坂戸市図書館ボラ
ンティア）
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本学図書館と公共図書館との連携
2015/12/16 入間地区公共図書館協議会研修会
97
42 47
55
7 4
121
103
63
92
3 9
73
149
88
208
4 5
133
179
65
51
4 2
444
157
39
176
13
3
142
234
58
69
10
29
87
167
71
55
28
18
0
50
100
150
200
250
300
350
400
450
坂戸市立図書館 鶴ヶ島市立図書館 日高市立図書館 毛呂山町立図書館 越生町立図書館 飯能市立図書館
2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014
本学図書館の入館者数（館別）
本学図書館と公共図書館との連携
2015/12/16 入間地区公共図書館協議会研修会
地域相互協力図書館合同主催公開講座
回 年度 開催日 開催場所 参加者数 講演タイトル
1 2009 2009/11/1 城西大学 67
中島歌子の生涯 ／ 元城西短期大学教授 青木一男 先生
『おくのほそ道』の旅の成就 ／ 城西大学水田記念図書館
長 黄色瑞華 先生
2 2010 2010/11/3 城西大学 47
室生犀星 ： 切なき思ひぞ知る ／ 元城西国際大学教授 星
野晃一 先生
小林一茶 ： 『寛政三年紀行』わらびの駅 ／ 城西大学水田
記念図書館長 黄色瑞華 先生
3 2011 2012/3/4 鶴ヶ島市立図書館 170 原発と人間 ／ ルポライター 鎌田慧氏
4 2012 2012/11/3 坂戸市立図書館 49 くすりにやさしく ： 知っておきたいくすりのかたちと正しい使い方 ／ 城西大学薬学部教授 從二和彦 先生
5 2013 2014/3/15 城西大学 42
暮らしに役立つ身近な経済・経営 ： 高度成長を続ける中国
とどう付き合うのか ／ 城西大学経営学部教授 張紀潯 先
生
6 2014 2014/11/2 城西大学 54 地域産業の現在 ： JAPANブランドによる今治タオルの復活／ 城西大学経営学部准教授 辻智佐子 先生
7 2015 2015/11/25 城西大学 91
城西大学創立50周年記念水田記念図書館講演会/ 第7回
地域相互協力図書館合同主催公開講座
 「TPPとアメリカの世界戦略 ： オバマ政権の推進するTPP
の真の狙いは何か」／ 城西大学経済学部教授　庄司啓一
先生
本学図書館と公共図書館との連携
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地域相互協力図書館合同研修会
回 年度 開催日 開催場所 参加者数 研修テーマ
1 2010/3/19 城西大学 10 レファレンス
2 2012/2/28 城西大学 16 破損本の修理・補修
3 2013/3/1 城西大学 19 破損本の修理・補修
4 2014/3/26 城西大学 15 図書館ボランティア
5 2014/9/17 城西大学 13 ビブリオバトル
本学図書館と公共図書館との連携
（第7回公開講座2015.11.25「TPPとアメリカの世界戦略」）
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本学図書館と公共図書館との連携
（第6回公開講座2014.11.2「おらがまちのいいもの紹
介」）
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本学図書館と公共図書館との連携（鶴ヶ島市立
図書館第28回図書館まつり2015.9.26-27）
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本学図書館と公共図書館との連携（坂戸市立図
書館本とともだち2ウィークス2013.10.27-11/10）
本学図書館と公共図書館との連携
連携の効果
相互協力（図書館、地域住民直接）
共同広報
展示・出店の効果
公共図書館でのビブリオバトル開催の
広がり
図書館協議会への参加
顔の見える交流、声の聞こえる交流
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開かれた大学図書館を目指して
 教育・研究成果の公表
JURA（城西大学機関リポジトリ）
http://libir.josai.ac.jp/il/meta_pub/G0000284repository
 漢方古書資料のデジタルアーカイブ
http://libir.josai.ac.jp/contents/josai/kanpou/
 図書館広報
BookMark、大学広報誌、HP、Twitter
http://libopac.josai.ac.jp/
 「図書館と県民のつどい埼玉」展示
 「図書館総合展」ポスターセッション参加
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開かれた大学図書館を目指して
•図書館支援
•就活支援ビデオ上
映会
• JURAの公開許諾支
援
•高校生見学
•卒後教育
•公共図書館との
連携
•地域アドバイ
ザー
•公開講座
•出版社との協力
•選書、おすすめ本
紹介
•公開講座の講師
•ガイダンス、講習
会（授業連携）
•読書感想文審査
•全学図書館アン
ケート調査協力
•学生選書
•学生アドバイザー
•ビブリオバトル
•ライブラリーラウンジ
•全額図書館アンケート調
査
学生 教員
職員地域
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協働
今後の在り方
（図書館に必要なもの）
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資料
施設
（場）
図書館
員利用者
今後の在り方 （館種を超えて）
 「場」の共有は？
◦ 持ち回り、共同利用、共同購入（コンソーシア
ム）、ライセンス
 資料の共有は？
◦ 分担収集、分担保存、資料の有効活用
◦ 特色あるコレクション、地域資料の保存（公共図書
館の役目）、共有の単位は（市町、地域、県、国）
 図書館員は？
◦ 人的交流は得意。ネットワーク活用も得意。
◦ サービスに「人」は必要。人的資源の活用。
◦ 必要とする人に必要な資料を。
◦ 日本の文化を守る。後世に残し伝える役目。
 利用者は？
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参考資料）
1) 城西大学のHPサイト
http://www.josai.ac.jp/
2) 城西大学水田記念図書館のHPサイト
http://libopac.josai.ac.jp/
3) 平成26年度「学術情報基盤実態調査」について（概要）
http://www.mext.go.jp/component/b_menu/other/__icsFiles/afieldfile/2015/03/31/13560
98_1_1.pdf
4) 若生政江．城西大学図書館における館種を超えた地域連携．未来を開く図書
館ネットワーク．埼玉県図書館連携活動報告書．25-29，2010 
http://libir.josai.ac.jp/il/meta_pub/G0000284repository_JOS-SALA201003 
5) 関口千登世．とびだそう！大学図書館はもっともっとできる : 地域と共にあ
る大学図書館を目指して．薬学図書館 58(2)，112 ― 115，2013
http://libir.josai.ac.jp/il/meta_pub/G0000284repository_JOS-YAKUTO58-2-p112
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ご清聴ありがとうございました。
